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持 つ 負磁気 シア プラ ズマ で は，規格化β値
〜4，H フ ァ ク タ

ー〜

4 を達 成 した．また，閉 じ込 め改善に は，ExB シ ア フ ロ ーの

存在 が 重要 で あ る こ と が 示 さ れ た．W ．W ，　Lee （PPPL ） よ り，

プ ラ ズマ
・波相互 作用や 乱 流 に よ っ て生 じる シ アの ある流れ に

よる熱輸送の 軽減 を研究する た め の 三 次元 ジ ャ イ ロ 粒子 シ ミ ュ

レ ーシ ョ ン 手法お よ び解 析 結 果 の 発 表が あ っ た，ジ ャ イ ロ 運 動

を回転す る 環 で 置 き換える な どの シ ミ ュ レ ーシ ョ ン 手 法で 時間

ス ケール を10G万倍長 くす る こ とがで きた．現在 1億個 の テ ス

ト粒子 の シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン が 並 列計 算機 を用 い て 行わ れ て い

る ，波 多江 （原 研 那珂 研）よ り，JT−60U と DIII−D の H モ ー
ド

プ ラ ズ マ に お け る イ オ ン 温度の 周辺ペ デ ス タル 幅 ∠p の 比 較に

つ い て の 発 表が あ り，Ap を イオ ン の ポ ロ イ ダ ル ラ
ーモ ア 半径

お よび 逆ア ス ペ ク ト比の 関数 として 表 した場合 の 両装置で の 違

い の 原 因は，径電場 に よ っ て 生 じ る orbit 　squeezing 効 果 や 周

辺 部 にお け る高速 イ オ ン の 影響で は な く，イ オ ン 衝突周波 数の

違 い が 原 因で あ る 可能性が ある との 結果が 示 され た。滝塚 （原

研那珂 研）よ り，高 n 境界バ ル
ー

ニ ン グ モ ー
ドの 安定性 限界に

対 す る プ ラ ズ マ 断面 形状 依存性 に つ い て の 発 表が あ り，JT・

60U の よ うに 反 X 点側 に 尖 りの ない シ ン グ ル ヌ ル 配位 は，反

X 点側 に 尖 りの あ る ダブ ル ヌ ル に 近 い 配 位 と比べ る と圧 力勾配

限界が低 い こ とが 明 らか に な っ た．こ れ に より空豆型断面形状

を持 つ PBX −M の 良好 な ペ デ ス タル 部 とエ ネル ギー閉 じ込め を

説 明で きる．藤堂 （核 融 合 研 ）よ り，高速 イオ ン の 生 成 と減速 を

考慮 した 四次 元 フ ォ ッ カ
ープラ ン ク方程 式 を用い た TAE モ ー

ドの 数値 シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン 解析結果 の 発 表があ り，高速 イ オ ン

の 減速時 間 と TAE モ
ー

ドの 減衰時 間 （〜100ア ル ヴェ ン 時 間）

が 同程度 だ と TAE モ
ー

ドは飽和 し，高速 イオ ン の 減速時 問が

十分長 く，そ の圧 力が 高い 場合 に は TAE モ ードはバ ース ト的

に繰 り返 し成 長 す る こ とが 示 され た．

● 3pB トカ マ ク後 半　　　　　　　　金子　修 （核融合研）

　前半は招待講演 「電磁力平衡 コ イ ル の トカ マ クへ の 応 用 （村

上，東 工 大）」 の 後，同 グ ル
ー

プ の 具体的 な応 用 装 置　 ，等 々 力

1号 に 関する発表 が 2 件 あ っ た，本 コ イル は ト
ー

ラス 中心で ト

ロ イ ダ ル 方向 ， 外 側で ポ ロ イ ダル 方向 を向 くヘ リ カル 形 状 を持

つ こ と に よ りコ イル 全体 に か か る 電 磁 力 を低 減 させ る もの で あ

る．磁場 は トロ イ ダル 成分が 主 で ある が 立 ち上げ 時の磁 朿変化

を用 い て オーミ ッ ク電流 を流 し プ ラ ズ マ を生 成 して い る．小松

氏は 放電中の プ ラズ マ 位置変化 を議論 し，筒井 氏 は プ ラズ マ を

電流面で近似する平衡計算 との 対比 か ら渦電流 の 影響を議論 した．

　 後 半は 招待 講演 「改 善 閉 じ込 め と新古典効果 （白井，原 研）」

に 続 き，JT−60U の ダ イバ ー
タ実験 お よび NBI 加熱 実験 の 発表

が あ っ た．白井 は新古典拡 散係数の Chan−Hinton近似式 が Z。ff

が 大 き くな る と過 大 許 価 に な る こ とを示 した 後，JT−60U で 得

られ た 内 部 輸 送 障 壁 で新古 典拡散 と 同程度 まで 拡散係数が改善

され て い る こ とを示 し電場 シ ア との 関連性 を議論 した．伊丹 は

JT−60U ダ イ バ ータ 部 へ Ne を入射 しダ イバ ータ で デ タ ッ チ さ

せ て 放 射損 失 を増加 させ なが ら，X 点 で の 放射パ ワ
ー
集中を避

ける条件 を見出 したこ とを報告 した．久保氏 は ダ イ バ ー
タ領域

の カ
ー

ボ ン を分光 的に 測定 し，その 温 度が 電子温 度に比 して か

な り低い こ と を報告 した．伊 世 井 は 高 エ ネル ギ
ーNNI31 と低 エ

ネ ル ギ
ーPNBI に よ る 電子加熱効率の 違 い に 着 目 し，得 ら れ た

電 チ温度分布が 予 想 どお り異なる こ と を示 した．

● 3pG 加熱前半　　　　　　　　　大 久保邦三 （核融合研）

　こ の セ ッ シ ョ ン で は 中性粒 子入射 （NBD 加 熱 装置 シス テ ム の

開 発 と負 イオ ン 源 の 基 礎 的研 究 が 発表さ れ た．180keW15

MW ／10　s 　LHD 用 NBI に つ い て の シス テ ム 開 発，実機 製作，

ク ラ イ オソ ープ シ ョ ン ポ ン プ の 運転 特 性，プ ラ ズ マ 加熱初期 実

験 な どが講演 され た．ge　kVf約 lMW ／10秒パ ル ス NBI に よ り

安定 した 長パ ル ス 加 熱が LHD で 行 わ れ て い る ．水素負 イ オ ン

源 に 関す る 基 礎 研究 で は 13．56MHz ヘ リ コ ン 波放電 プ ラ ズマ

生成実験 で の 電力依存性の研究や 2．45GHz 　ECR 放 電で の 磁 気

フ ィ ル タ付バ ケ ッ ト型 負イ オ ン 源プラ ズ マ 特性 と負イ オ ン 引 き

出 し結果の 発表が あ っ た．プ ラズ マ ス パ ッ タ に よ る 炭素負イ オ

ン ビーム収量 の ス パ ッ タ
ー

タ
ー

ゲ ッ ト形状依存性の 研究 も発表

され た．負 イ オ ン の 体 積 生 成機構 にお ける振動励起分子の 生 成

へ の 電子 の エ ネ ル ギ
ー

依存性 を真空紫外分光 に よ り測定 し，高

速電子 の 必要性 を述べ た講演や ，電子計算機 シ ミ ュ レ ーシ ョ ン

に よる 中性化 セ ル の 模擬 を電 子放射軌道計算か ら電離 を調べ た

結果の 講演 もあ っ た．

● 3pG 加 熱後 半　　　　　　　　　　奥村義和 （原研那珂研 ）

　 約40人 の 聴衆 の もとで，7 件の 発表が あ っ た．招待 講演 と し

て ，先進 的 な 炉 心 プ ラズ マ へ の 燃料補 給法 と して 注 目 され る，
コ ン パ ク ト トロ イ ド （CT ） 入射装 置の 開発 と JFT−2M に お け

る性 能 試 験 が 姫 路工 大／ 原研か ら報告 され た，引 き続い て，中

性粒 子 入 射加熱 関係の 発表 として，原研 か ら ∫T−60 の 負イ オ ン

NBI に お い て 350keV で 5．2MW の 重水 素 ビーム の 入 射に成功

した との 発 表が あ り，核 融合 科学研 究 所 の LHD 用 負 イ オ ン

NBI と合 わ せ て 負イ オ ン を用 い た加熱装置 が 本格稼働 しは じめ

た 印象 を得た，ITER をめ ざ して 開発 を進 め て い る 高エ ネル

ギ
ー負 イ オ ン NBI に つ い て も，負イ オ ン の ビーム レ ッ ト相 互

作 用 に 関 す る 実験 的研 究や多段 静電加速 器で の 負イ オ ン ビ
ー

ム

の ユMeV 加速の 報告 があ っ た．また，　 D−3He 　FRC 核融合炉の

た め に提 案 され た，進 行波型 直接 エ ネ ル ギー変換 器 の 模 擬 実 験

に 関 す る報告が 京都 大／神戸大か らな され た，高周波加熱関 係

で は，高周波伝送系の 長 さ調整用 と して使 用 して い る，コ ル ゲ
ー

1・導波管 と円形導波管 を組 み 合 わ せ た ス ラ イデ ィ ン グ導波 管 に

つ い て 電磁 界解析結果が 示 され た ほ か，JT−60 用の 110GHz ジ

ャ イ ロ トロ ン を用い た大 電力伝送 実験 に おい て ，伝 送 出力 1

MW ，効率89 ％ とい う大電力 ・高効率 伝送 に 成 功 した こ と．
大型 ヘ リ カ ル 装置 用の イオ ン サ イ ク ロ トロ ン 加 熱装置 に お い

て ， ア ンテ ナ へ の 高周波電力入射試験が着実 に進行 して い る こ

とが注 目された．

● 3pD 　炉材料　　　　　　　　　　 栗下 裕明 （東北 大 工）

　 核 融合炉 第
．一

壁構 造材 料 に は低放射 化特性 が 特に要 求さ れ

る．現在，低放射 化特 性 に優 れ，第一壁 候 補 材 料 と して期待 さ

れ る 材料は，Sic〆Sic複合材料，低放射 化 フ ェ ラ イ ト鋼 ，
　 V 合

金 の 3種類 で あ る が，本セ ッ シ ョ ン で は前二 者 に 関す る研 究発

表が 行 わ れ た．まず，Sic／Sic複合 材料 に つ い て は，招待 講演

を含む 5つ の 講演 にお い て ， 核融 合炉材料 として の 開発課 題，

素材開発の 現状，そ れ ぞ れ の 課題 に対 する最新 の 研究成 果，さ

らに は 国 内の 研 究開発体 制 と今後 の 開発計 画が 示 され た ．こ れ

らは わ が 国の 研 究の ア クテ ィ ビ テ ィ の 高 さ と開発 目標 に 向けて

の 着 実 な 進展 を 示 す もの と して注 目 され，目標 達成に 大 きな期

待 が 寄せ られ た．一方，Sic〆Sic複合材料 に比べ て成熟 度の 高
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